
こ
と
の
顚て
ん

末ま
つ

　

筆
者
に
と
っ
て
、
こ
と
の
始
ま
り
は
、『
朝
日
新
聞
』
の

ス
ク
ー
プ
記
事
（
２
０
０
９
年
７
月
10
日
）
と
そ
の
夜
の

社
会
部
記
者
か
ら
の
電
話
取
材
だ
っ
た
。
一
面
ト
ッ
プ
の

記
事
は
、「
核
密
約
文
書
の
破
棄
指
示
」
と
い
う
大
見
出
し

の
も
と
に
、
２
０
０
１
年
４
月
に
日
本
で
情
報
公
開
法
が

施
行
さ
れ
る
前
に
「
存
在
し
な
い
は
ず
の
文
書
」
が
い
ず

れ
発
覚
す
る
の
を
恐
れ
て
、
大
量
に
破
棄
処
分
さ
れ
た
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。
翌
朝
の
同
紙
は
「
機
密
文
書
ト
イ
レ

紙
に
変
身
」
の
見
出
し
で
、ご
丁
寧
に
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
３
個
の
カ
ラ
ー
写
真
ま
で
載
せ
た
。
本
文
の
片
隅
に

載
っ
た
筆
者
の
コ
メ
ン
ト
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

　
「
米
国
で
は
政
府
高
官
の
電
話
で
の
会
話
す
ら
テ
ー
プ

に
と
っ
た
上
で
、
公
文
書
に
お
こ
し
て
残
す
。
内
容
を
非

公
開
と
す
る
場
合
で
も
、
文
書
そ
の
も
の
が
存
在
す
る
こ

と
は
明
示
さ
れ
る
。『
公
文
書
は
国
民
の
も
の
で
あ
る
』と

い
う
真し

ん
し摯
な
態
度
が
あ
る
か
ら
だ
。そ
れ
に
引
き
換
え
、今

回
の
よ
う
に
公
文
書
を
捨
て
て
し
ま
え
と
指
示
す
る
な
ど
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と
い
う
の
は
歴
史
に
対
す
る
冒ぼ

う
と
く瀆
で
あ
り
、
納
税
者
に
対

す
る
犯
罪
で
あ
る
。
怒
り
が
こ
み
上
げ
て
く
る
」

　

問
題
は
記
事
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
麻
生

自
民
党
政
権
の
支
持
率
が
急
落
し
、
逆
に
野
党
・
民
主
党

が
勢
い
づ
い
て
い
た
。
衆
議
院
議
員
選
挙
も
間
近
だ
っ
た
。

民
主
党
代
表
の
鳩
山
由
紀
夫
氏
や
幹
事
長
だ
っ
た
岡
田
克

也
氏
は
、
党
の
公
約
の
一
つ
と
し
て
、「
情
報
公
開
の
25
年

ル
ー
ル
の
確
立
」
と
「
外
交
の
密
約
の
解
明
」
を
挙
げ
て

い
た
。
加
え
て
、
国
会
内
で
は
共
産
党
議
員
ら
が
米
国
で

入
手
し
て
き
た
文
書
を
示
し
な
が
ら
、
中
曽
根
弘
文
外
相

（
当
時
）
に
問
い
た
だ
し
、外
相
は
「
密
約
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
」
と
答
弁
し
て
い
た
。
１
９
６
０
年
以
来
、
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
シ
ー
ン
で
あ
る
。
与
党
内
で
も
河
野
太
郎
衆

議
院
外
務
委
員
長
（
当
時
）
は
「
事
実
を
解
明
せ
よ
」
と

発
言
し
て
い
た
。

　
『
朝
日
』の
記
事
か
ら
１
カ
月
後
に
総
選
挙
。
民
主
党
の

圧
勝
。
そ
し
て
岡
田
氏
は
９
月
に
発
足
し
た
鳩
山
民
主
党

（
連
立
）
内
閣
の
外
相
に
就
任
し
た
。　

　

彼
は
ま
ず
、「
こ
の
問
題
に
関
し
て
外
務
官
僚
の
責
任
は

問
わ
な
い
」
と
免
責
し
た
上
で
、
北
野
充
外
務
省
官
房
審

議
官
（
危
機
管
理
担
当
）
を
チ
ー
フ
と
す
る
15
人
の
調
査

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
徹
底
的
調
査
を
命
じ
た
。
さ
ら
に
６

人
か
ら
な
る
有
識
者
委
員
会
（
北
岡
伸
一
座
長
）
を
委
嘱

し
た
。

　

調
査
の
対
象
は
４
点
に
限
定
さ
れ
た
。

１
．
１
９
６
０
年
１
月
の
安
保
条
約
改
定
時
の
核
持

ち
込
み
に
関
す
る
「
密
約
」

２
．
１
９
６
０
年
１
月
の
安
保
改
定
時
の
、
朝
鮮
半

島
有
事
の
際
の
戦
闘
作
戦
行
動
に
関
す
る
「
密
約
」

３
．
１
９
７
２
年
の
沖
縄
返
還
時
の
、
有
事
の
際
の

核
持
ち
込
み
に
関
す
る
「
密
約
」

４
．
１
９
７
２
年
の
沖
縄
返
還
時
の
原
状
回
復
補
償

費
の
肩
代
わ
り
に
関
す
る
「
密
約
」

　

有
識
者
委
員
会
は
、外
務
省
チ
ー
ム
の
「
内
部
報
告
書
」

（
２
０
１
０
年
３
月
５
日
）
お
よ
び
関
連
文
書
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
も
と
に
報
告
書（
同
年
３
月
９
日
）を
完
成
。
こ

の
中
で
重
要
文
書
の
「
欠
落
」
が
指
摘
さ
れ
た
た
め
、
新

た
に
、
岡
田
外
相
が
自
ら
委
員
長
と
な
っ
て
「
外
交
文
書

の
欠
落
問
題
に
関
す
る
調
査
委
員
会
」
を
設
置
。
し
か
し

「
調
査
報
告
書
」（
同
年
６
月
４
日
）
は
ほ
と
ん
ど
中
身
の
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な
い
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
「
調
査
報
告
書
」
は
、
情
報
公
開
法
施
行
前
に
各

省
庁
で
大
量
の
公
文
書
の
廃
棄
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
に
と
ど
め
、
外
務
省
内
（
あ
る
い
は
外
部
？
）
で
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
は
「
真
相
は
不
明
で
あ
る
」
と
、黙

し
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
東
郷
和
彦
条
約
局
長
が
後
任
の
谷
内
正
太

郎
氏
に
引
き
継
い
だ
は
ず
の
「
赤
い
フ
ァ
イ
ル（

１
）」
は
一
体

ど
こ
へ
消
え
た
の
か
。
条
約
局
や
北
米
局
の
エ
リ
ー
ト
官

僚
の
砦
が
あ
ま
り
に
堅
固
に
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
か
。
岡

田
外
相
は
「
伏
魔
殿
」
へ
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。
か
つ

て
外
務
省
は
省
庁
再
編
も
免
れ
省
名
も
残
さ
れ
た
。「
外
交

官
試
験
」
こ
そ
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、い
わ
ば
「
聖
域
」
と

し
て
残
っ
た
。
そ
し
て
今
回
も
「
聖
域
」
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
間
、
マ
ス
コ
ミ
も
当
初
の
熱
意
を
失
っ
て
い
っ
た
。

一
連
の
調
査
が
、
い
や
「
密
約
」
騒
動
そ
の
も
の
が
、
竜

頭
蛇
尾
の
幕
切
れ
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
大
山
鳴
動
し
て
ネ

ズ
ミ
一
匹
で
あ
る
。
早
々
に
禊み

そ
ぎを

済
ま
せ
て
、
日
本
外
交

を
前
進
さ
せ
よ
う
と
い
う
理
屈
で
あ
ろ
う
か
。

　

救
い
は
、
政
権
交
代
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
調
査
が

行
わ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
遅
き
に
過

ぎ
た
が
公
文
書
管
理
法
の
制
定
、「
30
年
公
開
ル
ー
ル
」
確

立
、
そ
れ
に
伴
う
日
米
安
保
、
沖
縄
返
還
関
連
文
書
の
２

０
１
０
年
７
月
初
め
の
大
量
解
禁
、
外
交
記
録
公
開
推
進

委
員
会
の
設
置
な
ど
、
政
権
交
代
の
「
副
産
物
」
と
も
言

う
べ
き
成
果
が
生
ま
れ
た
。

「
密
約
」
は
あ
っ
た
の
か

　

世
間
で
「
密
約
」
と
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
調
査
チ
ー

ム
の
取
り
上
げ
た
４
点
に
限
ら
な
い
が
、
有
識
者
委
員
会

報
告
書
に
沿
っ
て
点
検
し
た
い
。
全
体
の
印
象
は
、
こ
の

報
告
書
が
外
務
省
内
部
の
未
公
開
文
書
そ
の
他
の
史
料
を

ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
き
わ
め
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
論
文

集
の
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
だ
。
た
だ
、
歴
代
の
自
民
党

政
権
や
外
務
省
へ
の
批
判
、
糾
弾
と
も
な
り
う
る
だ
け
に
、

慎
重
の
上
に
は
慎
重
を
期
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
そ

の
た
め
か
、
序
論
で
「
密
約
」
に
つ
い
て
禁
欲
的
と
も
言

う
べ
き
定
義
が
な
さ
れ
て
お
り
、
各
論
で
も
回
り
く
ど
い
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言
い
ま
わ
し
が
多
く
、
到
達
し
た
結
論
に
も
首
を
か
し
げ

た
く
な
る
も
の
も
あ
っ
た
。

第
一
の
密
約

　

一
つ
は
、米
艦
船
の
日
本
へ
の
一
時
寄
港
に
関
す
る
「
密

約
」
で
あ
る
。
旧
安
保
条
約
下
で
、
米
艦
船
は
核
兵
器
搭

載
の
有
無
を
明
ら
か
に
せ
ず
入
港
で
き
た
。
米
側
は
新
安

保
条
約
下
で
も
、
旧
安
保
時
代
と
同
様
に
「
入
港
」
は
可

能
だ
、
と
理
解
し
て
い
た
。
一
方
、
日
本
側
は
防
衛
庁
長

官
ら
が
「
入
港
」（「
陸
揚
げ
」
な
ど
の
「
持
ち
込
み
」
と

は
区
別
し
て
）
で
も
、
新
安
保
条
約
六
条
に
基
づ
く
交
換

公
文
に
規
定
さ
れ
た
「
事
前
協
議
」
の
対
象
と
な
る
、
と

野
党
議
員
に
対
し
答
弁
し
て
い
た
。
日
本
政
府
は
ウ
ソ
を

つ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

報
告
書
は
、日
米
間
に
「
認
識
の
差
」
が
あ
っ
た
が
、双

方
は
こ
れ
を
曖あ

い
ま
い昧
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
、
と
す
る
。
有

識
者
委
員
会
の
結
論
が
出
る
前
か
ら
、『
朝
日
新
聞
』
な
ど

は
、「
密
約
」
で
は
な
く
、
こ
の
「
認
識
の
差
」
を
強
調
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
始
め
た
の

で
あ
る
。

　

実
は
、
新
安
保
条
約
調
印
の
直
前
に
「
討
議
の
記
録
」

と
い
う
協
定
や
合
意
書
の
形
を
取
ら
な
い
文
書
に
、
藤
山

愛
一
郎
外
相
と
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
（
二
世
）
駐

日
大
使
と
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
署
名
を
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
言
外
に
「
寄
港
」
や
「
通
過
」
は
事
前
協
議
の
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

後
、
池
田
勇
人
総
理
の
議
会
で
の
発
言
に
エ
ド
ウ
ィ
ン
・

Ｏ
・ 

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
駐
日
大
使
は
不
安
を
強
め
、
ワ
シ
ン

ト
ン
に
急
報
し
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
閣
議
の
あ
と
、
本

省
か
ら
の
指
示
で
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
１
９
６
３
年
４
月

３
日
に
ひ
そ
か
に
大
平
正
芳
外
相
を
大
使
館
で
の
朝
食
に

招
き
、
こ
の
「
討
議
の
記
録
」
の
存
在
に
つ
い
て
明
か
し

た
。
大
平
は
こ
の
と
き
初
め
て
核
搭
載
艦
が
事
前
協
議
な

し
に
寄
港
し
て
い
る
可
能
性
を
知
ら
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
大
平
は
そ
の
場
で
異
議
を
唱
え
な
か
っ
た
。
報
告
書

は
こ
の
あ
と
「
暗
黙
の
合
意
」
が
成
立
し
た
と
す
る
。

　

そ
の
後
、
１
９
７
４
年
に
ジ
ー
ン
・
ラ
ロ
ッ
ク
退
役
海

軍
少
将
が
議
会
証
言
で
、
そ
し
て
１
９
８
１
年
に
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
に
戻
っ
て
い
た
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
が
日
本

の
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
、
い
ず
れ
も
米
艦

船
の
一
時
寄
港
が
行
わ
れ
て
い
る
と
発
言
し
た
。「
暗
黙
の

｜「密約」騒動の結末に想う55

特集 世界新秩序と日本の針路



合
意
」
は
こ
う
し
て
崩
れ
た
。

　

結
論
と
し
て
、
日
米
両
政
府
間
に
は
「
暗
黙
の
合
意
」

と
い
う
「
広
義
の
密
約
」
が
あ
っ
た
、
と
す
る
。
こ
こ
で

序
論
に
あ
る
「
広
義
の
密
約
」
の
定
義
を
見
る
と
、「
暗
黙

の
う
ち
に
存
在
す
る
合
意
や
了
解
で
…
…
公
表
さ
れ
て
い

る
合
意
や
了
解
と
異
な
る
重
要
な
内
容
を
持
つ
も
の
」
と

な
っ
て
い
る
。

第
二
の
「
密
約
」

　

い
わ
ゆ
る
「
朝
鮮
議
事
録
」
で
あ
る
。
１
９
６
０
年
１

月
６
日
、
藤
山
外
相
と
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
と
に
よ
り
イ

ニ
シ
ャ
ル
さ
れ
た
。
内
容
は
、
朝
鮮
半
島
有
事
で
在
韓
国

連
軍
が
攻
撃
を
受
け
た
場
合
に
は
、
在
日
米
軍
の
出
撃
は

事
前
協
議
の
対
象
と
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
非
公

開
」
と
な
っ
て
お
り
、
明
ら
か
に
密
約
に
相
当
す
る
。

　

報
告
書
は
、
１
９
６
９
年
11
月
21
日
の
佐
藤
榮
作
総
理

と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
首
脳
会
談
後
の
共

同
声
明
発
表
と
そ
れ
に
続
く
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
佐
藤
の
演
説
と
に
よ
り
、
朝
鮮
議

事
録
は
「
事
実
上
失
効
し
た
」「
事
実
上
過
去
の
も
の
と

な
っ
た
」
と
結
論
し
て
い
る
。

　

共
同
声
明
に
は
い
わ
ゆ
る
「
韓
国
条
項
」（
韓
国
の
安
全

は
日
本
自
身
の
安
全
に
と
っ
て
緊
要
で
あ
る
）
が
含
ま
れ

て
お
り
、
佐
藤
は
演
説
に
お
い
て
は
、「
万
一
韓
国
に
対
し

て
武
力
攻
撃
が
発
生
し
［
た
場
合
、］
日
本
政
府
と
し
て
は

…
…
事
前
協
議
に
対
し
前
向
き
に
、
か
つ
す
み
や
か
に
態

度
を
決
定
す
る
」
と
述
べ
た
。
報
告
書
は
こ
の
こ
と
に
基

づ
い
て
、
前
記
の
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
。
し
か
し
一

度
は
「
密
約
」
が
存
在
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
報
告
書

は
こ
の
こ
と
を
明
記
す
る
の
を
こ
と
さ
ら
避
け
て
い
る
印

象
を
与
え
る（

２
）。

第
三
の
「
密
約
」

　

沖
縄
を
「
核
抜
き
、
本
土
並
み
」
で
日
本
へ
返
還
後
に
、

緊
急
事
態
発
生
の
際
に
米
軍
が
核
兵
器
を
再
持
ち
込
み
す

る
「
合
意
議
事
録
」
で
あ
る
。
１
９
６
９
年
11
月
19
日
、佐

藤
と
ニ
ク
ソ
ン
は
大
統
領
執
務
室
で
の
首
脳
会
談
の
最
中

に
、
二
人
は
通
訳
を
伴
う
こ
と
な
く
、
別
室
に
入
り
フ
ル

ネ
ー
ム
で
署
名
し
た
。
二
人
が
別
室
に
入
っ
た
事
実
は
米

国
側
の
会
談
記
録
に
も
残
っ
て
い
る
。
原
文
は
佐
藤
の
密

使
を
務
め
た
若
泉
敬
と
大
統
領
補
佐
官
で
あ
る
ヘ
ン

リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
の
間
で
作
成
さ
れ
た
。
若
泉
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は
１
９
９
４
年
に
な
っ
て
著
書
で
こ
の
事
実
を
明
か
し
、

草
案
の
写
真
を
著
書
に
載
せ
た
。
こ
の
合
意
書
は
、
佐
藤

と
ニ
ク
ソ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
一
通
ず
つ
保
管
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
外
務
省
の
密
約
調
査
の
最
中
に
、
佐
藤
総

理
の
次
男
が
佐
藤
の
私
邸
内
で
遺
品
の
中
か
ら
発
見
し
た

本
体
を
調
査
委
員
会
に
提
出
し
た
。
２
０
０
９
年
12
月
末

の
こ
と
で
、
日
本
の
各
紙
は
こ
ぞ
っ
て
報
道
し
た
。

　

こ
の
首
脳
会
談
の
共
同
声
明
の
第
８
項
で
は
、
婉
曲
な

言
い
ま
わ
し
な
が
ら
、
事
前
協
議
に
つ
い
て
は
「
米
国
政

府
の
立
場
を
害
」
さ
な
い
、
つ
ま
り
「
イ
エ
ス
」
の
含
み

を
持
た
せ
て
い
た
。
佐
藤
は
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
ま
た

実
兄
の
岸
信
介
総
理
が
密
約
を
結
ん
だ
こ
と
を
気
に
し
て

い
た
た
め
、
若
泉
が
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
持
ち
帰
っ
た
シ
ナ

リ
オ
に
は
同
意
を
渋
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
で
は
軍
部
の

み
な
ら
ず
国
務
省
ま
で
も
、
前
記
の
共
同
声
明
の
表
現
で

は
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
、
渋
々
同
意
し
た
。

　

報
告
書
の
結
論
部
分
は
、「
必
ず
し
も
密
約
と
は
、
い
え

な
い
だ
ろ
う
」
と
筆
者
に
と
っ
て
は
理
解
し
難
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
理
由
と
し
て
は
第
一
に
、
佐
藤
が
後
継
者

に
引
き
継
が
ず
私
蔵
し
た
こ
と
。
第
二
に
、
日
米
首
脳
会

談
の
共
同
声
明
の
内
容
を「
大
き
く
超
え
る
負
担
を
約
束
す

る
も
の
で
な
い
」
こ
と
、
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
詭き

べ
ん弁
以

外
の
何
物
で
も
な
い
。（
米
国
風
の
言
い
方
だ
が
）何
故「
ス

ペ
ー
ド
を
ス
ペ
ー
ド
と
言
わ
」
な
い
の
だ
ろ
う
。
序
論
で
の

「
狭
義
の
密
約
」
の
定
義
は
、「
二
国
間
の
場
合
、
両
国
間
の

合
意
あ
る
い
は
了
解
で
あ
っ
て
、
国
民
に
知
ら
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
つ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
合
意
や
了
解
と
異
な
る
内
容

…
…
を
持
つ
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
合
意
議
事
録
」
は

ま
さ
に
こ
の
定
義
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。

第
四
の
密
約

　

沖
縄
の
返
還
時
に
お
け
る
原
状
回
復
費
の
米
国
側
負
担

分
を
日
本
政
府
が
肩
代
わ
り
す
る
内
容
の
「
議
論
の
要
約
」

に
吉
野
文
六
ア
メ
リ
カ
局
長
（
当
時
）
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス

ナ
イ
ダ
ー
駐
日
公
使
（
当
時
）
と
が
イ
ニ
シ
ャ
ル
し
た
も
の

が
存
在
す
る
。
報
告
書
は
こ
れ
を
「
広
義
の
密
約
」
に
該
当

す
る
、
と
結
論
し
て
い
る
。

密
約
と
日
本
外
交

　
「
帝
国
主
義
」
時
代
、
と
り
わ
け
第
一
次
大
戦
勃
発
時
に
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は
、
密
約
が
入
り
乱
れ
た
。
こ
れ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
の

が
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
革
命
を
実
現
し
た
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・

レ
ー
ニ
ン
だ
っ
た
。「
秘
密
外
交
の
廃
止
」と「
公
開
外
交
」

を
唱
え
て
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
結
ん
だ
密
約
を
す
べ
て
白
日

の
も
と
に
さ
ら
し
た
。
そ
の
中
に
は
日
露
協
商
（
１
９
０

７
年
）
の
密
約
部
分
も
含
ま
れ
て
い
た
。
米
大
統
領
ウ
ッ

ド
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も
こ
れ
へ
の
対
抗
上
、
彼
の
「
14

カ
条
の
平
和
原
則
」
の
第
一
項
目
に
「
公
開
外
交
」
を
掲

げ
た
。

　

し
か
し
、
本
来
、
外
交
交
渉
が
国
益
や
威
信
を
賭
け
た

国
家
間
の
秘
密
裡
の
駆
け
引
き
で
あ
る
以
上
、
密
約
を
完

全
に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
民
主
政
治

に
お
い
て
は
、
そ
の
外
交
記
録
文
書
は
後
世
の
評
価
を
待

つ
べ
く
、
丁
寧
に
保
存
さ
れ
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
公
開

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
す
べ
て
の
密
約
が
“
悪
”
で
も
な
い
。
キ
ュ
ー
バ

ミ
サ
イ
ル
危
機
の
12
日
目
（
１
９
６
２
年
10
月
27
日
）、
ニ

キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
ソ
連
首
相
か
ら
の
「
第
二
書

簡
」と
米
偵
察
機
の
キ
ュ
ー
バ
軍
に
よ
る
撃
墜
と
い
う「
暗

黒
の
土
曜
日
」
を
迎
え
た
。
米
軍
部
は
た
け
り
狂
っ
た
。

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
司
法
長
官
で
あ
る
弟

の
ロ
バ
ー
ト
に
指
示
を
出
し
た
。
弟
は
人
影
の
な
い
司
法

省
に
ア
ナ
ト
リ
ー
・
ド
ブ
リ
ニ
ン
駐
米
大
使
を
呼
び
出
し
、

ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
撤
去
す
る
の
と
引
き

換
え
に
、
ト
ル
コ
の
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
を
第
二
書
簡
の
要

求
通
り
に
撤
去
す
る
と
約
束
。
他
の
閣
僚
や
軍
部
、
ト
ル

コ
を
含
む
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
も
知
ら
せ
な
い
完
全
な
密
約
だ
っ

た
。
ソ
連
に
面
目
を
失
わ
せ
ず
に
出
口
を
与
え
た
の
で
あ

る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
か
ら
即
座
に
回
答
が
あ
り
、
世
界
に

「
黄
金
の
日
曜
日
」
が
訪
れ
た
。

　

今
回
の
密
約
騒
動
で
感
じ
た
こ
と
は
、“
公
僕
意
識
”
が

欠
如
し
て
い
る
上
に
、“
公
文
書
”
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
が
そ
も
そ
も
欠
落
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
公
職
に
あ
る
も
の
が
職
務
上
、
自
ら
の
手
で
作
成
し

た
文
書
は
、
そ
の
時
点
で
“
公
文
書
” 

と
な
る
こ
と
を
自

覚
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、“
公
文
書
”

は
国
民
（
納
税
者
）
の
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
文
書
管
理

が
ず
さ
ん
な
上
、
大
量
破
棄
の
疑
い
も
も
た
れ
た
。
罰
則

を
含
む
公
文
書
管
理
法
の
制
定
は
あ
ま
り
に
も
遅
き
に
失

し
た
。

外交 Vol. 1｜58

民主党政権１年の外交



　
「
密
約
」と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
は
先
述
の
４
点
だ
け

で
は
な
い
。
ほ
か
に
も
、
統
合
司
令
部
の
指
揮
権
、
優
先

的
裁
判
権
の
放
棄
に
関
す
る
密
約
な
ど
の
疑
惑
が
残
っ
て

い
る
。

　

戦
後
の
日
本
が
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
た
大
き
な
矛
盾
、

虚
構
、
ジ
レ
ン
マ
が
こ
れ
ら
の
「
密
約
」
や
疑
惑
を
生
み

出
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
戦
後
日
本
の
平
和
主
義
と
日

米
間
戦
力
お
よ
び
安
全
保
障
観
の
途
方
も
な
い
懸
隔
に
帰

着
す
る
も
の
で
あ
る
。「
平
和
国
家
」の
理
念
は
麗
し
い
が
、

そ
の
た
め
に
他
国
の
軍
事
力
に
大
幅
に
依
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
、
特
に
自
ら
「
非
核
三
原
則
」
を

掲
げ
な
が
ら
、
同
時
に
他
国
の
「
核
の
傘
」
に
抑
止
力
を

求
め
て
い
る
こ
と
。
軍
事
同
盟
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、「
同

盟
」
の
語
が
長
く
禁
句
で
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
同
盟
相

手
国
に
対
し
て
弱
い
立
場
に
あ
る
た
め
に
、
主
権
国
家
と

し
て
の
“
対
等
性
”
を
取
り
繕
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
政
府
の“
ウ
ソ
”

の
根
源
が
あ
る
。

　
「
吉
田
ド
ク
ト
リ
ン
は
永
遠
」で
は
な
い
。「
商
人
国
家
」

特
化
路
線
の
限
界
は
す
で
に
佐
藤
政
権
の
と
き
に
は
見
え

て
い
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
そ
の
こ
と
を
佐
藤
に
悟
ら
せ
よ

う
と
し
た
。
１
９
６
０
年
代
末
が
ま
さ
に
日
本
外
交
の

分
岐
点
だ
っ
た
。
日
本
は
世
界
の
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
か
ら

降
り
て
、
戦
略
的
思
考
を
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

ば
か
り
か
国
の
気
概
ま
で
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ

う
だ
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
対
テ
ロ
戦
争
に
は
世
界
の

46
カ
国
が
軍
隊
を
送
っ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
は
一
番

安
全
な
イ
ン
ド
洋
で
の
給
油
活
動
ま
で
も
打
ち
切
っ
た
。

　

日
本
が
こ
の
惰イ

ナ
ー
シ
ャ性

か
ら
一
刻
も
早
く
抜
け
出
さ
な
い

限
り
、
明
日
は
無
い
。
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